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1．はじめに 
企業では，業務で使用するデータ量が年々増大している．

このデータ量の増大に伴い，ストレージシステムの運用管

理コストも増加する．また，データ量の伸びにストレージ

管理者の数が追いつかず，管理者一人当たりの管理容量も

増大し，管理者の負荷は高まる．そのため，従来ホストご

とに分散していたストレージ装置をネットワーク接続した

大規模ストレージ装置へ集約するストレージ集約が進んで

いる(図 1.1)．このストレージ集約により，ストレージ管理

者の管理対象装置の数を削減でき，ストレージシステムの

運用管理コストを削減できる[1]． 
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図 1.1 ストレージの集約 

一方，ストレージ装置はホストに対して記憶領域を論理

ボリュームという形で提供する．ストレージ集約で使われ

る大規模ストレージ装置では，数千個の物理ディスクで作

られる記憶領域を，数千から数万個の論理ボリュームとし

てホストに提供する．近年のストレージシステムでは，以

下のように物理ディスクと論理ボリュームの対応関係を多

様に仮想化し，リソース利用効率の向上を図っている(図 
1.2)． 
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図 1.2 仮想化によるリソース利用率向上 

(1) 物理ディスクを RAID(Redundant Arrays of Inexpensive 
Disks)構成[2]にして作成した RAID グループから論理ボ

リュームとして必要な容量だけ切り出し，複数の論理ボ

リュームで一つの RAID グループを共有する． 

(2) 複数の論理ボリュームをホストで動作するボリューム

管理ソフトで連結し，複数 RAID グループの余剰容量を

大容量な論理ボリュームとして利用する． 

2．本研究の課題と目的 

2．1．課題 
ストレージ集約に使う大規模ストレージ装置を企業の情

報システムに導入する場合，ホストが利用する論理ボリュ

ームを RAID グループ上に配置するボリューム設計を行う．

論理ボリュームの要求容量の確保に加え，性能や信頼性も

確保するためには，例えば表 2.1に示す考慮事項を満たす

ボリューム設計が重要となる(図 2.1)． 
表 2.1ボリューム設計での考慮事項の例 

# 目的 考慮事項 
1 信頼性確保 異業務間で RAID グループを共有せず，

障害発生時の影響範囲を小さくする 
2 信頼性確保 ボリューム複製時の正／副ボリュームを

異 RAID グループに配置し冗長性を確保

する 
3 性能確保 ランダムアクセスされる論理ボリューム

は複数の RAID グループを用いて構成し

負荷分散する 
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図 2.1 性能や信頼性を確保するボリューム設計 
今後も，企業で扱うデータ量はさらに増大し，ストレー

ジ装置に搭載される物理ディスク数やホストに提供する論

理ボリューム数も増大していく．そのため，大規模ストレ

ージシステム向けのボリューム設計を効率的に行う設計方

法を確立する必要がある． 
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2．2．目的 
本研究では，大規模ストレージシステム向けのボリュー

ム設計において性能や信頼性を確保するボリューム設計方

法の一方法としてボリューム設計の設計手順および各手順

での設計方法を提案する． 

3．ボリューム設計方法の提案 

3．1．ボリューム設計方法の概要 
設計対象の論理ボリュームを論理ボリューム要件でグル

ーピングし，各グループの論理ボリューム要件に応じて，

各グループに RAID グループを割当て，論理ボリュームを

RAID グループに配置することを提案する．この配置単位

となる論理ボリュームのグループを配置グループと呼び，

配置グループが異なる論理ボリュームは，RAID グループ

を共有しない． 
提案するボリューム設計方法の手順を図 3.1に示す． 
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図 3.1 ボリューム設計の手順 

(1) 論理ボリュームをグルーピングし配置グループを作成 
まず，設計対象の論理ボリュームを論理ボリュームの要

件を用いてグルーピングすることで配置グループを作成し，

信頼性を確保する． 
(2) 配置グループへ RAID グループを割当て 

次に，配置グループ内の論理ボリュームの要求容量に応

じて配置グループへ RAID グループを割当て，性能を確保

する． 
(3) RAID グループへ論理ボリュームを配置 
最後に，配置グループ毎にアクセスパターンに応じて論

理ボリュームを RAID グループに配置し，性能を確保する． 
 
以下，上記の設計作業それぞれについて設計方法を詳細

に説明する． 

3．2．配置グループの作成方法 
配置グループの作成時のグルーピングで使用する論理ボ

リュームの要件の例を，表 3.1に示す． 

まず，ホスト側都合の要件である業務を用いて設計対象

の論理ボリュームをグルーピングする．次に，ストレージ

側都合の要件である複製要件やアクセスパターンで再度グ

ルーピングして配置グループを作成する． 
表 3.1 配置グループ作成に使う論理ボリューム要件の例 

種別 要件 説明 
ホスト 
要件 

業務 使用するホストが担当する業務 

複製要件 ボリューム複製機能の適用有無 
適用有の場合は正／副の種別 

ストレージ

要件 
アクセス

パターン

想定されるアクセスパターン 
(ランダムまたはシーケンシャル)

業務によるグルーピングにより異業務で使うボリューム

を異 RAID グループに配置できる．また，複製要件による

グルーピングによりボリューム複製時の正／副ボリューム

を異 RAID グループに配置できる．これらのグルーピング

により，信頼性を確保する． 
アクセスパターンによるグルーピングは後述する論理ボ

リュームの配置で行う性能の確保に役立つ． 
図 3.1の例では，上記のグルーピングの結果，4 個の配置

グループを作成している． 

3．3．RAID グループの割当て方法 
各配置グループに対し，配置グループ内の全ての論理ボ

リュームの要求容量を満たすのに必要な数の RAID グルー

プを各配置グループに割当てる． 
図 3.1の例では，グループ 1 に対し，論理ボリュームの

要求容量を満たす 3 個の RAID グループを割当てている． 

3．4．論理ボリュームの配置方法 
アクセスパターンがランダムの場合，設計対象の論理ボ

リュームを配置グループに割当てた RAID グループ数の論

理ボリュームに分割する．分割した論理ボリュームは配置

グループに割当てた RAID グループに分散して配置する．

分割した論理ボリュームをボリューム管理ソフトで連結し

てランダムアクセスを負荷分散する論理ボリュームを実現

し，ランダムアクセス性能を確保する． 
図 3.1の例では，アクセスパターンがランダムであるグ

ループ 1 では，割当てた 3 個の RAID グループで負荷分散

するように論理ボリュームを配置している． 

4．まとめ 
本報告では，物理ディスクと論理ボリュームの対応関係

に配慮し，性能や信頼性を確保する大規模ストレージシス

テム向けのボリューム設計方法を提案した． 
今後，提案方法の評価を進める． 
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